
対象

年度

対象数 269世帯 304世帯

回答数 153世帯 180世帯

回答率 56.9％ 59.2％

実施期間 平成28年11月２日～11月19日 平成27年10月９日～10月28日

調査方法 郵送，原則無記名 郵送，原則無記名

【性別】

【年齢】

【世帯人数】

盛岡市内のみなし仮設住宅（民間賃貸住宅借り上げ・市営住宅・県営住宅・国家公
務員宿舎・雇用促進住宅）に入居中の世帯において，世帯の意見を代表する方，
又は世帯主（主たる生計維持者）の方

平成28年度 平成27年度

男性, 

54.4% 

女性, 

45.6% 

男性, 

54.3% 

女性, 

45.7% 

もりおか暮らしのアンケート 

集 計 結 果 

回答者の属性 

平成28年度 平成27年度 

(N=180） (N=151) 

20代, 

0.7% 

30代, 

8.5% 

40代, 

16.3% 

50代, 

20.3% 60代, 

22.2% 

70代

以上, 

32.0% 

20代, 

2.2% 

30代, 

7.8% 

40代, 

15.0% 

50代, 

20.0% 60代, 

22.8% 

70代

以上, 

32.2% 

(N=180) (N=153) 

１人, 

45.1% 

２人, 

34.0% 

３人, 

9.2% 

４人, 

7.8% 

５人以

上, 

3.9% 

(N=153) 

１人, 

41.3% 

２人, 

33.0% 

３人, 

16.8% 

４人, 

6.1% 

５人以

上, 

2.8% 

(N=179) 

1



◆問１　あなたの暮らしの状況を教えてください。

〔問１で「やや困っている」「大変困っている」と回答した方にお伺いします。〕
　 問１-１　現在の困り事や心配事は何ですか？（複数回答）

〔問１で「やや困っている」「大変困っている」と回答した方にお伺いします。〕
問１-２　生活上の困り事や心配事を相談する相手は誰ですか？（複数回答）

　

平成28年度 平成27年度 

特に困ってい

ることはない, 

26.0% 

やや困ってい

る, 57.6% 

大変困ってい

る, 16.4% 

特に困ってい

ることはない, 

39.9% 
やや困って

いる, 46.6% 

大変困ってい

る, 13.5% 

7.2% 

13.1% 

12.4% 

5.9% 

26.8% 

39.2% 

41.2% 

47.7% 

69.9% 

1.7% 

6.8% 

7.6% 

10.2% 

23.7% 

32.2% 

44.9% 

47.5% 

63.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

近所付き合いのこと 

家族関係のこと 

子育て・教育のこと 

その他 

就職・仕事のこと 

住宅再建のこと 

生活費のこと 

健康のこと 

みなし仮設住宅の入居期間のこと 

平成28年度 
平成27年度 

平成28年度(N=118) 

平成27年度(N=153) 

2.5% 

3.8% 

5.1% 

10.8% 

20.4% 

22.3% 

34.4% 

53.5% 

4.5% 

2.6% 

5.8% 

11.0% 

13.5% 

34.2% 

37.4% 

54.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他 

民生委員・町内会長など地域のまとめ役の方 

職場の同僚・上司 

行政機関・社会福祉施設等の相談員 

特にいない 

友人  

同居の家族 

別居している家族・親類 

平成28年度 

平成27年度 

平成28年度(N=125) 

平成27年度(N=157) 

(N=177) (N=148) 

「やや困っている」「大変困っている」

を合わせると60.1％が困り事がある

と回答。 

内容は「みなし仮設住宅の入居期

間のこと」が63.6％と最も多く，次い

で「健康のこと」「生活費のこと」「住

宅再建のこと」が多い。 

相談する相手は別居している家族・

親類，同居の家族，友人が多い。 
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◆問２　あなたの健康の状況を教えてください。

◆問３　近所の方と交流はありますか？

◆問４　あなたは，現在仕事をされていますか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

体調に心配

はない, 

30.0% 

時々体調が

悪くなること

がある, 
42.0% 

やや体調が

悪い, 22.0% 

とても体調

が悪い, 

6.0% 
体調に心配

はない, 

37.6% 時々体調が

悪くなること

がある, 
41.6% 

やや体調が

悪い, 15.0% 

とても

体調が

悪い, 
5.8% 

(N=173) (N=150) 

平成28年度 平成27年度 

70.0％が体調に心配があると回答

している。 

平成28年度 平成27年度 

よくある, 

6.6% 

たまにある, 

37.1% 
ほとんどな

い, 32.5% 

全くない, 

23.8% 

よくある, 

7.5% 

たまにある, 

33.5% 
ほとんどな

い, 35.3% 

全くない, 

23.7% 

(N=173) (N=151) 

「ほとんどない」「全くない」を合わせ

ると56.3％が「交流がない」と回答し

ている。 

平成28年度 平成27年度 

はい, 46.1% 

いいえ, 

53.9% 

(N=152) 

はい, 45.1% 

いいえ, 

54.9% 

(N=173) 

「仕事をしている」と回答したのは

46.1％。 

生計維持の手段は，年金が48.7％

と最も多く，次いで給与収入が

40.8％，貯蓄を取り崩しているとの

回答が19.1％となっている。 
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◆問５　あなたの世帯は，どのように生計を維持していますか？（複数回答）

◆問６　これからの住まいをどのようにしたいと考えていますか？

※盛岡で公営・民間住宅への入居を希望する96世帯の内59世帯が，県が実施した意向調査で「内陸
災害公営住宅への入居を希望する」と回答している。

0.0% 

2.9% 

2.9% 

2.3% 

3.4% 

5.2% 

25.9% 

41.4% 

52.3% 

0.0% 

0.7% 

3.3% 

3.3% 

4.6% 

6.6% 

19.1% 

40.8% 

48.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

失業保険を受けている 

その他の公的給付を受けてい

る 

その他 

仕送りを受けている 

生活保護を受けている 

事業収入で生活している 

貯蓄を取り崩している 

給与収入で生活している 

年金で生活している 

平成28年度 

平成27年度 

平成28年度(N=152) 

平成27年度(N=174) 

平成28年度 平成27年度 

地元で住宅

再建, 8.9% 

地元で公営・

民間住宅, 

3.4% 

盛岡で住宅

再建, 7.5% 

盛岡で公営・

民間住宅, 

65.1% 

未定, 10.3% 
その他, 4.8% 

地元で住宅

再建, 9.4% 

地元で公営・

民間住宅, 

8.8% 

盛岡で住宅

再建, 14.0% 
盛岡で公営・

民間住宅, 

39.2% 

未定, 26.9% 

その他, 1.8% 震災前に住んでい

た市町村に戻る意

向との回答は，住

宅再建，公営・民間

住宅合わせて

12.3％。盛岡に定

住する意向との回

答は，合わせて

72.6％。 

未定の理由（任意・

自由記載）は，経済

的理由，仕事のた

め，子どもの通学

のため，との回答。 

(N=146) (N=171) 
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◆問７　震災前に住んでいた市町村について，あなたが必要な情報は得られていますか？

　 問７-１　震災前に住んでいた市町村について，必要な情報は何ですか？（複数回答）

〔問６で「震災前に住んでいた市町村で住宅を再建したい」又は「盛岡市内で住宅を再建したい」と回
答した方にお伺いします。〕
問６-１　住宅再建の目途は立っていますか？

〔問７で「必要な情報は得られている」又は「情報は必要だが得られていない」と回答した方にお伺いし
ます。〕

平成28年度 平成27年度 

場所・費用と

もに○, 

19.0% 

場所○、費

用×, 9.5% 

場所×、費

用○, 9.5% 

場所・費用 

ともに×, 

54.8% 

その他, 7.1% 場所・費用と

もに○, 

14.3% 
場所○、費

用×, 6.5% 

場所×、費

用○, 3.9% 場所・費用 

ともに×, 

70.1% 

その他, 5.2% 54.8％が場所・費用

ともに目途が立って

いない。 

(N=42) (N=65) 

平成28年度 平成27年度 

得られてい

る, 71.9% 

必要だが得

られていな

い, 13.7% 

必要ない, 

14.4% 

得られてい

る, 74.1% 

必要だが得

られていな

い, 12.7% 

必要ない, 

13.3% 

(N=146) (N=166) 

71.9％が「必要な情報は得られ

ている」と回答。 

必要な情報は「まちづくり計画」

が55.9％で最も多い。 

情報の入手方法は「市町村の

広報誌」が69.1％で最も多く，次

いで「新聞・テレビなどの報道」

が58.8％。 

13.7% 

8.9% 

33.1% 

35.5% 

39.5% 

52.4% 

8.8% 

15.7% 

22.5% 

25.5% 

30.4% 

55.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

求人情報 

その他 

災害公営住宅の整備状況 

宅地の整備状況 

住んでいた土地の今後の利用方

法 

まちづくり計画 

平成28年度 

平成27年度 

平成28年度(N=102) 

平成27年度(N=124) 
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　 問７-２　震災前に住んでいた市町村の情報は，どのようにして得ていますか？（複数回答）

問８-１　あなたは，もりおか復興支援センターをどのように利用しましたか？（複数回答）

〔問７で「必要な情報は得られている」又は「情報は必要だが得られていない」と回答した方にお伺いし
ます。〕

◆問８　あなたは，もりおか復興支援センターを利用したことがありますか？

〔問８で「利用したことがある」と回答した方にお伺いします。〕

2.4% 

3.5% 

6.5% 

11.2% 

38.8% 

56.5% 

72.4% 

1.5% 

5.1% 

5.1% 

8.8% 

33.8% 

58.8% 

69.1% 

0% 20% 40% 60% 80%

民間企業・団体のホームペー

ジ 

その他 

民間企業・団体の広報誌 

市町村のホームページ 

知人からの情報 

新聞・テレビなどの報道 

市町村の広報誌 

平成28年度 
平成27年度 

平成28年度(N=136) 

平成27年度(N=170) 

利用したこと

がある, 

70.5% 

利用したこと

がない, 

29.5% 

(N=149) 

70.5％が「利用したことがある」と回答。 

利用目的は「困り事や心配事の相談のため」が

27.5％と最も多く，「必要な情報を収集するた

め」，「お茶っこ飲み会やサークル・サロン活動

に参加するため」が次いで多い。 

5.8% 

9.4% 

11.7% 

19.9% 

25.7% 

27.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

日帰りふるさとバスを利用し，地元の状況を見に行

くため 

その他 

情報・交流コーナー等もりおか復興支援センターの

施設や設備を利用するため 

お茶っこ飲み会やサークル・サロン活動に参加する

ため 

必要な情報を収集するため 

困り事や心配事の相談のため 

(N=103) 
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①困り事や心配事を解決する助けになった ②必要とする情報が得られた

③リフレッシュできた ④職員の対応が良かった

⑤その他

問８-３　あなたは，もりおか復興支援センターを今後も利用したいと思いますか？

〔問８で「利用したことがある」と回答した方にお伺いします。〕

問８-２　あなたは，もりおか復興支援センターを利用してどのように感じましたか？
（１～４について，あてはまるものそれぞれ１つに○印をつけてください。）

〔問８で「利用したことがある」と回答した方にお伺いします。〕

助けになっ

た, 79.2% 

どちらとも言

えない, 

17.7% 

助けにならな

かった, 3.1% 

(N=96) 

得られた, 

77.2% 

どちらとも

言えない, 

21.7% 

得られなかっ

た, 1.1% 

(N=92) 

できた, 

66.7% 

どちらとも言

えない, 

31.1% 

できな

かった, 

2.2% 

(N=90) 

良かった, 

93.3% 

どちらとも

言えない, 

6.7% 

悪かった, 

0.0% 

(N=105) 

利用したいと

思う, 76.4% 

どちらとも

言えない, 

21.8% 

利用したいと

思わない, 

1.8% 

(N=110) 

76.4％が「利用したいと思う」と回答。 
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【その他】
・時間がない。休日に利用したいが休日は復興支援センターも休みである。
・交通手段がない。
・体調が悪いので，人とあまり関わりたくない。
・まずは自分で解決するようにがんばらなければならないから。
・助けにならなかったから。嫌な思いをしたから。

【主なもの】※趣旨を損なわない範囲で修正を加えている部分があります。

・内陸と沿岸被災地の温度差を感じる。風化してきたと感じる。

・病気が悪化したとき，とても不安です。

・災害公営住宅が高齢・障害の人にも便利な生活が出来る場所であってほしいです。

・みなし住宅から引越する事大変心配です。78歳です。体の調子悪いです。

・地元が恋しい。帰郷はいつになるかといつも考えている。

・家賃補助が終了次第，福島県に戻らざるをえない状況です。本当に安全なのか，放射線の事が気
になり，子供も小さいので盛岡市に住み続けたいのが本当の所ですが…。

・今の仕事も落ち着き，心配事が小さくなりつつあります。周りからのサポートのおかげもあり，今は盛
岡での生活が楽しいです。

・年令を重ねる事に，身体的な心配はありますがあまり苦にしてもしかたがないので楽しく過ごしたい
と思っています。

◆問９　現在の困り事や心配事などのほか，盛岡での生活や将来について，日頃考えていることがあり
ましたら自由にご記入ください。

・震災後，盛岡市で就職したが，給与が納得いく額ではなく生活に困るほどではないが貯蓄がなかな
かできない。職も選べるほど多くないため転職もしづらいので直近ではない10年後，20年後が不安に
なる時がある

・盛岡市は，歴史と文化，自然，そして生活環境レベルの高さと，申し分のないと思っております（冬の
雪かき，水抜きもなれてきました）。福島での生活再建か，盛岡での人生か，悩むところです。

・大船渡市に実家を再建するが，仕事は盛岡で働き続けたい。今促進住宅に住まわせてもらっている
が，この後どうするかなやんでる。

・災害公営住宅がどこにできるかによって，住宅のことを考えたいのだが，来年５月に決まると言うの
は，時間がかかりすぎる。もう少し早く決まってほしい。

〔問８で「利用したことがない」，問８-３で「利用したいと思わない」と回答した方にお伺いします。〕

問８-４　あなたが，もりおか復興支援センターを利用しない，今後利用しようと思わない理由を教え
てください。

・避難して盛岡に来て５年になります。職にも就きましていつまでも避難者でいられないと考えておりま
すが盛岡で生きていく覚悟が出来ているのかというと迷いもあります。

10.2% 

10.2% 

18.4% 

24.5% 

24.5% 

32.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

必要とする支援や情報がないから 

参加したいサークルやサロン活動がないから 

利用することに抵抗があるから 

その他 

どのように利用できるかわからないから 

暮らしに困っていないから 

(N=49) 
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